
百間長屋

蟻の塔渡から剣の刃渡にかけて、
エスケープルートはありません【 】

胸突き岩、斜度約 70度、15m、鎖あり
上部右へ 3mトラバースでぬける

八方睨コース核心部
（上部）ルート図

泥まじりの小テラス、数人立てる

小落石多い小沢状
見返りの岩、右側側壁を登る
平坦地
10m、鎖
約 3m四方の台地状ピーク

五十間長屋

露岩、最初の鎖場
下
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冬の雪崩道
夏、場合に
よっては水あり

西窟
10m上部に洞穴、祠あり
鎖がさがっている

広い沢状の岩場で 20m、
太い鎖あり

天狗の露路、看板あり

いつも湿っている泥まじりの岩場
30m、上部トラバース、鎖あり

不動沢側（西側）は約 150mの絶壁

チムニー状の岩をぬける
右（東）下、砂まじりのガレ場

西岳へ（上級者向け）
八方睨ピーク

1900
一不動へ

戸隠山ピーク
1911

剣の刃渡、下り気味でせまい、5m
蟻の塔渡、20m、幅 50cm前後の
ナイフブリッジ
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